sonar-ai-generate-dashboard
自然言語のプロンプトをLogpresso AI Assistant接続プロファイルに渡してダッシュボードを自動生成します。セキュリティ運用担当者がダッシュボードのレイアウトやクエリを直接設計せずに、自然言語の要求のみからウィジェット構成とクエリを備えたダッシュボードを迅速に作成する際に活用します。Logpresso AI Assistant接続プロファイルを事前に構成しておく必要があります。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	ドライバクエリ

	必要な権限
	なし

	ライセンス使用量
	カウント対象

	並列実行
	非対応

	分散実行
	非対応


構文
sonar-ai-generate-dashboard prompt=STR [profile=STR] [dashboard-name=STR] [debug=BOOL] [dry-run=BOOL]
オプション
prompt=STR
ダッシュボード生成要求の自然言語の文章です。どのデータをどのような形で可視化するかを記述します。
profile=STR
Logpresso AI Assistant接続プロファイル名です。省略すると利用可能なプロファイルが自動的に選択されます。2つ以上のプロファイルを指定するとエラーが発生します。
dashboard-name=STR
生成するダッシュボード名を強制的に指定します。省略するとAIがプロンプトに基づいて名前を付与します。
debug=BOOL
t を指定すると、処理過程のデバッグメッセージも出力レコードに含めます（デフォルト: f）。
dry-run=BOOL
t を指定すると、実際のダッシュボードとウィジェットを生成せず、シミュレーションのみを行います（デフォルト: f）。
出力フィールド
	フィールド
	型
	説明

	_time
	タイムスタンプ
	イベント時刻

	profile
	文字列
	使用されたLogpresso AI Assistant接続プロファイル名

	level
	文字列
	ログレベル（info、debug、error）

	module
	文字列
	処理モジュール名

	msg
	文字列
	進捗または結果メッセージ

	status
	文字列
	処理ステータス（success、failure）

	error
	文字列
	失敗時のエラーメッセージ（成功レコードでは空）


エラーコード
パースエラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	212200
	사용 가능한 SLLM 프로파일이 없습니다.
	Logpresso AI Assistant接続プロファイルが登録されていないか、アクセス権限がない場合

	212202
	하나의 프로파일만 지정하세요.
	profile オプションに2つ以上のプロファイル名をカンマ区切りで指定した場合

	212230
	prompt 옵션을 지정하세요.
	必須オプションである prompt を指定していないか、空文字列を指定した場合


ランタイムエラー
該当なし
ダッシュボード生成中に例外が発生した場合、別途のエラーコードは発生せず、`level=error`、`status=failure`、`error` フィールドにメッセージを格納したレコードを出力します。
説明
sonar-ai-generate-dashboard コマンドは、prompt オプションで受け取った自然言語の要求をLogpresso AI Assistant接続プロファイルに紐づくLLMに渡し、ウィジェット構成とクエリを生成して、その結果を新しいダッシュボードとして登録します。処理過程の各ステップは進捗メッセージとして出力フィールドに記録され、最後に成功または失敗の結果レコードが追加されます。
profile オプションを省略すると、登録されているLogpresso AI Assistant接続プロファイルのうちユーザがアクセス可能な最初のプロファイルが自動的に選択されます。利用可能なプロファイルがない場合はパース段階でエラーが発生します。profile オプションは単一プロファイルのみ受け付け、カンマで2つ以上を指定するとエラーが発生します。
dashboard-name オプションでダッシュボード名を直接指定でき、省略するとAIがプロンプトに基づいて適切な名前を付与します。
dry-run=t を指定するとLLM呼び出しと計画策定までは進めますが、ダッシュボードとウィジェットは実際には生成しません。プロンプトの結果を事前に確認したい場合に使用します。debug=t を指定すると、内部処理ステップの詳細メッセージが level=debug レコードとして併せて出力され、診断に活用できます。
LLM呼び出し結果は非決定的であるため、同じプロンプトでも実行のたびに生成されるウィジェット構成、クエリ、ダッシュボード名が変わることがあります。
使用例
自然言語プロンプトでダッシュボードを生成
sonar-ai-generate-dashboard prompt="直近24時間のWebサーバアクセス推移とステータスコード分布を表示するダッシュボードを作成してください"
AIがプロンプトを解釈してウィジェット構成とクエリを生成し、新しいダッシュボードを登録します。進捗ステップごとの info レコードが順次出力され、最後に生成されたダッシュボード名とGUIDを含む成功メッセージが出力されます。
ダッシュボード名と接続プロファイルを明示して生成
sonar-ai-generate-dashboard profile="ai-default" prompt="時間帯別の送信元IP上位10件と応答バイトの合計を可視化" dashboard-name="Webトラフィック概要"
指定した ai-default プロファイルを通じてダッシュボードを生成し、結果のダッシュボード名は Webトラフィック概要 に固定されます。
シミュレーションモードとデバッグメッセージで結果を事前確認
sonar-ai-generate-dashboard prompt="HTTP 4xx、5xxエラー推移ウィジェット" dry-run=t debug=t
ダッシュボードとウィジェットを実際には生成せず、LLMが算出した計画のみを確認できます。debug=t オプションによって処理ステップの詳細メッセージが level=debug レコードとして併せて出力されます。
互換性
sonar-ai-generate-dashboard コマンドはSonar 5.0.2603.0バージョンから利用可能です。
